
第 4 章 帯広圏の将来像の検討 

4-1 帯広圏の将来像の検討 

第３章で明らかとなった都市課題、交通課題に対応した約 20 年後の平成 37 年において、帯広圏の目指すべき将来像を検討する。 

都市における多様な課題に対応するための将来都市構造については、これまでの拡散型都市構造を改め、集約型都市構造へ転換する必要があると考える。 

集約型都市構造とは、都市圏内の中心市街地などの都市機能が集積している地区を拠点として位置づけ、集約拠点とその他の地域を道路網ネットワーク、公共交通ネットワークで有機的に連携することで、住民の暮らし

やすさと都市圏全体の持続的な発展を確保するという都市像である。 

帯広圏においても、将来の人口減少、環境負荷低減へ対応する新たな都市構造として、帯広圏の地域特性に合わせた拠点集約型都市構造を設定し、拠点集約型による利点と考えられる各種指標について、現状すう勢型及

び非拠点型の２つのシナリオと、将来交通需要予測に基づき定量的に比較検証することで、目指すべき将来像を決定することとした。 

 

 

 

 

３つのシナリオを比較検証する

帯広圏の都市の課題

○人口減少に対応した都市構造への転換

○都心再生

○農業生活維持

○産業・観光拠点の育成

○既存ストックの有効活用と道路網計画の見直し

帯広圏の交通の課題

○都市構造の変化に対応した交通網の構築

○適正な機能を発揮できる道路網の構築

○かしこくクルマを使いこなす交通施策の総合展開

○環境負荷の低減

○高齢者の多様な活動を支える交通施策の展開

○公共交通の維持・サービス低下地域へのケア

○高速交通体系の整備促進と有効活用

将来人口フレーム：２３９,０７８人（Ｈ37）

※国立社会保障・人口問題研究所 中位推計

帯広圏の地域特性に
合った拠点集約型都市

構造の設定
 

 

 

 

 
シナリオ１

（現状すう勢）

シナリオ２

（非拠点型）

シナリオ３

（拠点集約型）

▼比較評価の視点

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)都市の賑わい

2)環境負荷低減

3)公共交通維持・過度な自動車依存からの脱却

4)安全・安心

目指すべき将来都市構造

・都市構造は低密度化
・道路網は現在事業中のみ

・都市構造は低密度化
・道路交通軸を形成
・産業振興

・都市構造は拠点集約型
・道路交通軸を形成
・公共交通軸を形成
・中心市街地活性化の実現

将来交通需要予測



4-2 拠点集約型都市構造の具体像の検討 

帯広圏においては、一部都心回帰が見られるものの、郊外型生活が定着しており、住民の

意向としては、郊外部でのゆとりある住居環境での生活ニーズが高い。 

今後、将来の社会資本への投資制約が強まる中、帯広圏においては、既存の都市機能が一

定程度集積している郊外部の地区を生活拠点として設定し、郊外部における低密度化を防ぎ、

普段の生活において移動距離が短くて済むような都市構造に転換していくことが望ましいと

考えた。なお、生活拠点は以下のような検討し、設定した。 

 

 

1）行動分析による発生集中量の多い生活
利便施設の分析

○商業施設
○公共公益施設
○医療・福祉施設
○教育・文化施設
○金融施設

1）行動分析による発生集中量の多い生活
利便施設の分析

○商業施設
○公共公益施設
○医療・福祉施設
○教育・文化施設
○金融施設

2）生活拠点の設定
帯広圏の生活利便施設の集積状況を確認し、

概ね上記施設が集積している地区を生活拠点
に設定する。

2）生活拠点の設定
帯広圏の生活利便施設の集積状況を確認し、

概ね上記施設が集積している地区を生活拠点
に設定する。

3）拠点範囲の検討
生活拠点は歩いて暮らせることが理想である

ことから、行動分析の結果から半径１ｋｍ範囲
とする。

3）拠点範囲の検討
生活拠点は歩いて暮らせることが理想である

ことから、行動分析の結果から半径１ｋｍ範囲
とする。

4）産業・観光拠点の設定
中核となる都心地区、産業の中心となる産業

拠点、観光拠点を現状の配置から位置付ける。

4）産業・観光拠点の設定
中核となる都心地区、産業の中心となる産業

拠点、観光拠点を現状の配置から位置付ける。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-2-1 拠点集約型都市構造の検討フロー 

 



▽生活拠点の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-2-2 生活拠点の設定 

 
▽生活拠点の設定について 

施設別の発生集中交通量を以下に示す。また、私用目的の徒歩の平均トリップ長は 1.04 ㎞

で、累積相対度数においても、平均トリップ長が 1 ㎞で全体の約 7 割を占めており、生活拠

点の範囲は半径 1km に設定する。 
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資料：Ｈ17帯広圏ＰＴ 

図 4-2-3 施設別の発生集中交通量（自動車利用時） 
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資料：Ｈ17帯広圏ＰＴ 

図 4-2-4 私用目的の平均トリップ調査（徒歩） 

 



4-3 各拠点の設定 

設定した拠点は以下のとおりである。いずれも現状において都市施設が配置されている箇

所を設定した。現実性を踏まえ、新たな都市施設を集約するのではなく、既存ストックを活

用した拠点形成を目指すものとする。 

▽都   心 ：商業・観光・交通施設などが複合的に配置されており、圏域の中枢とな

る拠点 

         ⇒ＪＲやバスセンター、宿泊施設、商業施設などが集約（中心市街地

活性化エリア） 

 

▽生活拠点：日常生活を担う上で、必要となる生活利便施設が配置されており地域の生

活を支える拠点 

       ⇒官公庁施設、総合病院、大型商業施設、銀行などが半径 1km 以内に集約 

 

▽観光拠点：温泉などの集客力の高い施設が配置されており、地域の観光を支える拠点 

       ⇒十勝川温泉、十勝エコロジーパークなどのエリア 

 

▽産業拠点：工場や物流を中心とした施設が立地しており、地域の産業を支える拠点 

       ⇒各地域の核となる工業団地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-3-1 生活拠点のイメージ 

 

 



現状の都市施設配置、及び土地利用を踏まえ、都心１箇所、生活拠点８箇所、産業拠点 4

箇所、観光拠点１箇所を下図にように設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：エコロジーパーク 

図 4-3-2 帯広圏の拠点の設定 

 

 

 

 

 

 



4-4 パブリックコメントの結果整理 

4-4-1 ＨＰアクセス数の推移 

調査結果の概要版の公表に伴い、平成 19 年 6 月に帯広圏のホームページを開設した。最終

的には 3,048 件のアクセス数を得た。 
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▽帯広圏パーソントリップ調査ホームページのアクセス数の推移（件）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-4-1 ホームページアクセス数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4-4-2 パブリックコメント用パンフレット 

帯広圏総合都市交通体系マスタープラン（案）について、平成 20 年 2月 21 日～平成 20 年

3 月 21 日の 1 ヶ月間で意見募集を行った。 

帯広圏交通マスタープラン対する意見募集は、以下のパンフレットをＨＰでの公開するこ

とや地元市町の役所等で配布することで行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4-4-3 パブリックコメントに対する意見及びそれに対する回答 

意見の要旨及びご意見に対する北海道総合都市交通体系調査委員会事務局（北海道建設部

まちづくり局都市計画課）の考え方を以下に整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見の概要 意見に対する事務局の考え方

今後、高齢化社会を迎える中で、公共交通の役割と機能強
化が必要に思います。また、交通安全の面からもお年寄り
がいつまでも自家用車を運転しなくても良い交通環境の構
築が必要だと思います。

公共交通ネットワークの強化に伴い、乗り継ぎ料金システム
を導入してほしい

今はまだ自分で運転できるからいいのですが、本当に自分
が運転できなくなる時の事を思うと、もっと市民に親しまれる
バスというものが必要

駅を中心とした交通網を分かりやすくする。拠点区域別にバ
スの色分けをするとか、又、官公庁、大型店舗を中心とし
て、回る小型環状線バスを30分毎に走らせるとか、利用勝
手を良くする。

「交通施策展開」に　「都心部を循環するコミュニティバス路
線の新設」を追加すべき。富山市、高岡市、金沢市などで導
入しているような利便性の高い、小型バスによる高頻度循
環バスを運行する。具体的には、帯広市役所、中心部の各
病院、中心市街地商店街を結び、一周30分程度・20分間隔
の運転とすれば、2台のバスで運行可能。運賃は、ワンコイ
ン（100円）程度が望ましい。

もっとバスに気軽に乗れる環境が必要であり、市民の意識
改革も必要と思います。

もっとバスに気軽に乗れる環境を整備することで、高齢者の
自転車利用が減少し、安全性がより高まるのでは。

高齢者が増加していくので、幼児・老人に優しい交通体系を
目標にお願いします。

高齢者も安心して生活できる町づくりと共により便利な公共
交通ネットワークを確立し、自動車に乗れない子供たちも移
動しやすい圏域にしてほしい。

(1)ヨーロッパ各都市や札幌市などで導入されている、三面
ガラス張り（壁面広告付きのため設備費用が低廉）の停留
所の設置、(2)ICカードの導入、(3)低床バスの導入、
(4)PTPS（公共交通優先信号機）の導入、(5)主要バス停へ
のバスロケーションシステムの設置、(6)バス事業者の回数
券・定期券の共通化による利便性向上　などの具体の施策
を盛り込んで欲しい。

帯広圏総合都市交通体系マスタープラン（案）に対する意見募集結果
　帯広圏総合都市交通体系マスタープラン（案）について、意見募集したところ、63名の方から優先施策のご
意見とともに延べ31件のご意見が寄せられました。
　ご意見の要旨及びご意見に対する北海道総合都市交通体系調査委員会事務局（北海道建設部まちづくり
局都市計画課）の考え方は、次のとおりです。

○公共交通について

　本マスタープランにおいて、将来の超高齢社
会に対応した安全・安心な暮らしを支える交通
体系を構築するため、乗合タクシーやコミュニ
ティバス、デマンドバスなどの多様な公共公共
交通手段の維持・充実を図るとともに、拠点間を
連絡する公共交通ネットワークの強化、更には
環境に優しいクルマの使い方への意識改革活
動の取り組みなどの総合的な施策展開を推進
することとしており、その実現に向けては行政機
関の支援、交通事業者の積極的な取り組みに
加え、住民の方々の参加・協力を促す活動を総
合的に展開してまいります。
　ご意見の趣旨については、今後の施策展開の
参考とし、交通事業者との連携を図りながら公
共交通の利便性向上に取り組んでまいります。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見の概要 意見に対する事務局の考え方

バス利用者は、冬期間は増加しているので、市内バス
の冬期間（11月～3月）の増発を要望する。

市内バスにおいては、主に冬期の通学者増加
に対応するために、増発している便も一部あり
ます。本マスタープランにおいて、環境に優しい
拠点集約型都市構造を支える交通施策として、
拠点間を連携する公共交通幹線軸、補助幹線
軸の利便性向上のため、運行便数の増便の検
討などに取り組んでいくこととしています。
　ご意見の趣旨については、今後の検討の参考
とし、交通事業者との連携を図りながら公共交
通の利便性向上に取り組んでまいります。

一番重要な環状線が完成していないので、都心部に車が流
入、集中し、渋滞の原因となっている。

帯広市から清柳大橋を渡り幕別市街に行く場合に一旦札内
市街を通ることになるので、市街地を通らなくても良い環状
線の整備をお願いしたい

早急に環状線の整備を行い骨格道路網の構築を図るべき
である。帯広圏は放射環状型道路網をモデルとして都市計
画をおこなってきていると思うが、環状線の整備を行わない
とその根底が覆され、そもそもの都市構造にも支障をきたす
恐れがある。また、環状線の未整備区間を整備しないので
あれば、整備済みの環状線はその機能を十分果たせない。

普段、車で通勤・買い物に行くが、十勝大橋の国道241号線
音更側がいつも混雑しており、外出しずらい。是非、路線見
直し・幅員増加をして欲しい。

既存の道路整備を優先に十勝と道央圏との幹線の早期完
成の促進を望みます。

同様の意見　他１件

　本マスタープランにおいて、地域の活性化・十
勝の中核都市機能を強化するために、高速交
通体系の重点整備を図るとともに、環状線や高
速道路ICアクセス道路の整備促進に取り組むこ
ととしております。
　ご意見の趣旨を踏まえ、「交通施策展開」の
「地域活性化・十勝の中核都市機能を強化しま
す」において、「高速交通体系の重点整備を図
るとともに、環状線や高速道路ICアクセス道路
の整備を促進させ、産業拠点間の連携と道内
他地域との連携を強化します。」と改めることと
します。

帯広東部からの高速道路へのアクセスが悪く利用しずら
い。足寄本別ICから利用した場合、帯広東部へのアクセス
が悪いのが高速道路の利用が少ない原因である。十勝川
温泉付近にICの設置が必要。長流枝内PAでのスマートICの
位置より帯広に近い位置に設置が必要。広域農道交差付
近がアクセスがよい。

同様の意見　他１件

　本マスタープランにおいて、平成23年度に道
東道が道央圏と結ばれることや帯広広尾自動
車道の整備促進されることを踏まえて、農業、
食品加工業等の十勝の主要産業や国内外との
地域との交流促進による地域活性化を図るた
め、高速道路ICアクセス機能強化に取り組むこ
ととしており、今後、新IC設置の検討について
は、引き続き検討すべき課題であると認識して
おります。
　ご意見の趣旨については、今後の高速道路IC
アクセス機能強化検討において参考といたしま
す。

○道路網について

　本マスタープランにおいて、地球温暖化防止
などの環境負荷低減を図り、環境に優しい拠点
集約型都市構造を実現することを将来像に掲
げ、その実現のために、拠点間を連携する道路
網の強化、また地域活性化の支えとなるよう産
業拠点を連携する道路網の強化を図ることとし
ており、音更大通（国道2411号）及び環状線は
非常に重要な役割を担う骨格幹線と位置づけし
ております。
　ご意見の趣旨を踏まえ、関係機関との連携・
協力を図り、道路網ネットワークの充実に取り組
んで参ります。

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見の概要 意見に対する事務局の考え方

交差点改良の推進の必要性はあるのか。
現在混雑していても、将来の減少する交通量を考慮すると

無駄な事業であると思います。

本マスタープランにおいて、将来の財政制約を
踏まえ、既存ストックを有効に活用し、円滑な交
通体系を構築することを目指すこととしておりま
す。
　交差点改良の推進については、将来の自動
車交通の減少を踏まえたうえで、将来において
も、なお交通混雑が想定される交差点におい
て、右左折レーンの設置などの改良を実施する
ことで、道路網がその機能を十分発揮できるよ
う取り組んで参ります。
　ご意見の趣旨を踏まえ、「交通施策展開」の
「既存ストックを有効に活用します」において、
「将来にわたり混雑する交差点において、右左
折レーンの設置などの改良を進め、既存道路網
の機能が十分発揮されるよう取り組みます。」と
改めることとします。

行者の子ども、お年寄りの安全対策を充実させてほしい。

心・生活拠点内の幹線道は、車道を狭く、歩道を広くした
ほうが横断事故（歩行者）を防止できると思います。

新しく道を作る必要はない。

本マスタープランにおいて、将来の魅力ある十
勝の中核都市圏形成を支えるために必要な道
路網、公共交通網を総合的に検討したもので
す。その一方で将来の財政制約を踏まえ、道路
網においては、一部区間の車線数の見直しを行
うなどの取り組みも進めてまいります。
　今後、計画を必要に応じて見直すなど社会情
勢の変化に合わせて柔軟な対応を可能とする
ため、継続的な取り組みも進めてまいります。

境に優しい車の使い方として、私用目的の自動車利用を
減少させるような表現がみられ、そのような施策展開には疑
問を感じる。

　本マスタープランにおいて、環境に優しい拠点
集約型都市構造を支える交通施策展開として、
環境に優しいクルマの使い方への意識改革活
動の取り組みを進めることとしております。
　活動内容としては、個人個人が、環境のことを
考えて、自動車を利用しなくとも良い用事の場
合は、別の交通手段を選択するような意識改革
を促す取り組みを進めることとしております。

本マスタープランにおいて、安全・安心な暮らし
を支える交通施策として、自動車が住宅地内を
通過しなくとも良い道路網を構築し、更に段差解
消によるバリアフリー化などによる歩行空間の
充実を図ることとし、更に都心・生活拠点内にお
いては、広幅員歩道整備、歩道の段差解消な
ど、誰にも優しい道路空間整備を重点的に推進
していくこととしております。
　ご意見の趣旨を踏まえ、関係機関との連携・
協力を図り、自転車・歩行者ネットワークの充実
に取り組んで参ります。

○総合的な取り組み　他
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意見の概要 意見に対する事務局の考え方

「交通施策展開」　官公庁職員対象のMM（モビリティマネジ
メント）の実施を明確にすべき。通勤時の公共交通利用を促
進し、実施者に対して何らかのインセンティブを与える。ま
た、事業所単位でマイカー通勤からの転換に伴うCO2削除
量を定期的に公表することにより、不熱心な事業所の取り
組みを促すことを盛り込んでは。

　本マスタープランにおいて、環境に優しい拠点
集約型都市構造を支える交通施策展開として、
環境に優しいクルマの使い方への意識改革活
動の取り組みを進めることとしております。
　ご意見の趣旨は、今後の施策展開の参考と
し、交通事業者との連携を図りながら環境に優
しいクルマの使い方への意識改革活動に取り組
んでまいります。

高齢者が車を使わないと生活できない生活環境について改
善を検討して欲しいものです。

本マスタープランにおいて、「既存ストックを活か
し、魅力ある十勝の中核都市圏形成を支える拠
点集約、多核連携型都市構造を実現」を将来像
として示しており、都心へのまちなか居住の推
進や生活利便施設などが集積している生活拠
点の充実、拠点間連携交通ネットワーク強化な
ど、まちづくり施策と交通施策を総合的に展開し
ていくこととしております。

「もみじマークの普及啓発と駐車環境の改善」ついて「高齢
者用駐車施設の整備促進」は、公共交通利用促進という本
計画の趣旨に反するものであり、マイカー利用を助長するこ
とにつながるので、削除したほうがよい。

本マスタープランにおいて、安全・安心な暮らし
を支える交通施策として、今後増加する高齢者
ドライバーへの対応として高齢者駐車施設の公
共公益施設における設置推進と、商業施設等
への普及啓発を図ることとしています。
　これと併せて、公共交通については、拠点間
を連携する公共交通網の利便性向上、公共交
通利用のPR・啓発の推進や、乗合タクシーやコ
ミュニティバスなど地域特性にあった多様な
サービスの充実による交通弱者の足の確保な
どに取り組み、総合的な交通施策を展開してい
くこととしております。

富山市で導入されている「高齢者運転免許返納事業」の導
入を盛り込むべき

ご意見の趣旨は、今後の施策展開検討の参考
といたします。

「帯広圏交通MPの効果」　全体的に目標値が小さすぎるの
で、再検討してほしい

本マスタープランにおいては、現状すう勢型の
将来と比較した場合の各指標における効果を示
しています。
　ご意見の趣旨は、今後のマスタープラン検討
の参考といたします。

少子・高齢化や人口減少を迎える中で、拠点化していく考え
方はいいと思います。ただし、各拠点を結ぶ道路網や交通
弱者のため、また地球環境のための交通機関が重要な役
割を果たす時代となってくると思います。

ご意見の趣旨を踏まえ、今後、マスタープランに
おける交通施策展開の着実な推進に努めてま
いります。

 



また、あわせて実施した、「提案した施策の中から、優先すべきと考える項目」についての

調査結果は、以下のとおりである。（投票数は複数回答） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大項目 目標 項目 具体の施策展開 投票数

1 拠点間の道路網、公共交通ネットワークの強化 28

2 歩行者や自転車の快適性の向上 25

3 環境に優しいクルマの使い方の取り組み推進 13

4 バリアフリー化などによる歩行空間を充実 16

5 コミュニティバスなどにより交通弱者の生活の足の確保 35

6 高齢者駐車スペースの設置推進 5

7 低床式バスの導入推進 5

8 環状線や高速道路ICアクセス道路の整備を促進 15

9 観光ポイント・拠点を連携する道路網の整備 12

10 外国人観光客にわかりやすい標識を設置 3

11 混雑している交差点の改良を推進 22

12 幹線道路の信号連動の改善 15

環境に優しい拠点集
約型都市構造を支
えます。

安全・安心な暮らし
を支えます。

地域活性化・十勝の
中核都市機能を強
化します。

既存ストックを有効
に活用します。

①

②

③

④
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